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1. 期限切れ等で廃棄した麻薬は譲渡数量には計上せず、備考欄に記載 

 期限切れ等で廃棄した麻薬数量は  

「譲渡麻薬数量」には計上しません 

 備考欄に「麻薬廃棄届の提出日」及び「廃棄数量」 

を記載してください 

 

 

 品名 単

位 

令和●年 

９月 30 日

時点所有

数量 

令和●年 10 月１日から 

令和◎年９月 30 日までの 

譲受及び譲渡麻薬 

令和◎年 

10 月１日

時点所有

数量 

備考 

譲受 

麻薬数量 

譲渡 

麻薬数量 

× 
オキノーム散５ｍｇ 

（１ｇ/包） 
包 ３０ ６０ ４０ ５０ 

（イ）Ｒ４.１０.２６ 

３０包廃棄 

〇 
オキノーム散５ｍｇ 

（１ｇ/包） 
包 ３０ ６０ １０ ５０ 

（イ）Ｒ４.１０.２６ 

３０包廃棄 

 

 

2. 患者から返却があった調剤済み麻薬は記載不要 

 

 調剤済みで返却があった麻薬については、 

「所有数量」及び「譲受・譲渡麻薬数量」のいずれにも計上しません 

 備考欄への調剤済み麻薬を実際に廃棄した日付等も記載不要です 

 

 品名 単

位 

令和４年 

９月 30 日

時点所有

数量 

令和４年 10 月１日から 

令和５年９月 30 日までの 

譲受及び譲渡麻薬 

令和５年 

10 月１日

時点所有

数量 

備考 

譲受 

麻薬数量 

譲渡 

麻薬数量 

× 
オキノーム散５ｍｇ 

（１ｇ/包） 
包 ３０ １０ ０ 30 

Ｒ５．１２．２１ 

１０Ｔ廃棄 

〇 
オキノーム散５ｍｇ 

（１ｇ/包） 
包 ３０ ０ ０ ３０ 

 

 

 

 

「譲渡麻薬数量」に記載するのは 

「調剤した数」と「薬局間譲渡許可で渡した数」

だよ 

前は書いてたけど 

今は書かなくて良いんだね！ 



3. 移転や開設者変更を行った場合は最初の数量は「０」から始まります 

 

 所有していた麻薬をそのまま現薬局へ引き継いだ場合であっても、 

前年の９月 30 日時点の所有数量は全品目０（ゼロ）からのスタートになります 

 引き継いだ麻薬数量を「譲受麻薬数量」に計上してください 

 

≪例≫ 

Ｒ６.１.１ 移転（移転前に所有していた 10 包は引き継いだ） 

Ｒ６.４.１ 30 包購入 

Ｒ６.９.３０ 調剤することなく、全量で 40 包所有 

 

 品名 単

位 

令和５年 

９月 30 日

時点所有

数量 

令和５年 10 月１日から 

令和６年９月 30 日までの 

譲受及び譲渡麻薬 

令和６年 

10 月１日

時点所有

数量 

備考 

譲受 

麻薬数量 

譲渡 

麻薬数量 

× 
オキノーム散５ｍｇ 

（１ｇ/包） 
包 １０ ３０ ０ ４０ 

 

〇 
オキノーム散５ｍｇ 

（１ｇ/包） 
包 ０ ４０ ０ ４０ 

 

 

 

4. 10 月１日以降に麻薬の廃棄を行ったら、来年の年間届に記載します 

 

 今年の 10 月１日以降に廃棄した場合、今年の届出に廃棄量を計上することはできません 

 提出日が９月 30 日以前であっても、実際に廃棄した日が 10 月１日以降の場合は 

来年度の届出の備考欄に廃棄届の提出日及び廃棄数量を記載してください 

 

 

 

≪例≫ 

Ｒ６.９ 麻薬廃棄届提出 
  

Ｒ６年の届出に廃棄分を計上 … ９月中に廃棄 

Ｒ６.９.３０  

Ｒ６.１０.１    

Ｒ７年の届出に廃棄分を計上 … １０月以降に廃棄 

Ｒ７.９.３０  

 

許可を取り直したから 

０（ゼロ）からスタートか！ 

９/３０までに廃棄できなかったら 

来年の届出に廃棄の分を書くんだね 


